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【
西
多
摩
・
書
記
・
濱
徹
通
信

員
】
第
54
回
西
多
摩
支
部
定
期
大

会
を
、
4
月
10
日
に
あ
き
る
野
ル

ピ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催
。
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
2
0
2
0
年
以
来
、
3
年

ぶ
り
に
対
面
で
行
な
い
ま
し
た
。

午
後
の
み
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
役

員
・
代
議
員
84
人
、

全
体
で
92
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

基
調
報
告
の
後
、

4
つ
の
分
会
か
ら
経

験
報
告
を
行
な
い
ま

し
た
。
分
会
主
催
の

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
講
習

会
で
33
人
が
参
加
し

た
あ
き
る
野
2
分

会
、
秋
の
住
宅
デ
ー

を
行
な
っ
た
青
梅
2

分
会
、
久
し
ぶ
り
の

分
会
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
交
流
の
大
切
さ
を

感
じ
た
あ
き
る
野
4
分
会
、
分
会

の
後
継
者
づ
く
り
を
報
告
し
た
青

梅
5
分
会
な
ど
、
コ
ロ
ナ
対
策
を

し
な
が
ら
行
動
し
て
い
る
分
会
活

動
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

分
科
会
は
行
な
わ
ず
、
各
専
門

部
長
が
新
年
度
方
針
を
説
明
し
ま

し
た
。
質
疑
・
討
論
の
結
果
、
新

年
度
運
動
方
針
と
予
算
案
を
拍
手

で
採
択
し
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
と
お
り
。
委
員

長
・
宮
崎
透
。
副
委
員
長
・
市
川

亨
、
髙
山
勝
宏
、
辻
岡
邦
之
、
宮

本
勤
。
書
記
長
・
式
場
徳
昭
。
書

記
次
長
・
市
川
耕
平
、
今
井
航
、

森
田
真
行
。

【
豊
島
・
書
記
・
仁
田
亮
平
通

信
員
】
4
月
10
日
に
豊
島
産
業
振

興
プ
ラ
ザ
6
階
に
て
第
68
回
支
部

定
期
大
会
を
合
計
72
人
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
度
の
運
動
の
重
点

は
、
2
1
5
0
人
支
部
の
実
現
に

向
け
て
、
組
織
の
礎
と
な
る
分

会
、
群
の
強
化
に
取
り
組
み
ま

す
。
特
に
後
継
者
世
代
が
群
オ
ル

グ
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
若
手

役
員
の
登
用
を
は
か
る
こ
と
で
活

気
に
あ
ふ
れ
た
魅
力
あ
る
群
会
議

の
確
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

大
会
で
は
健
診
の
呼
び
掛
け
の

強
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

予
防
接
種
の
支
部
開
催
や
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
学
習
会
の
開
催
を
望

む
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
も
土
橋
前
委
員
長
か
ら

宮
本
新
委
員
長
が
バ
ト
ン
を
引
き

継
ぎ
、
新
年
度
の
豊
島
支
部
の
運

動
の
先
頭
を
走
り
ま
す
。

新
四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
宮
本
卓
廣
。
副
委
員
長
・
遠
藤

正
行
、
桑
山
浩
司
、
梅
澤
光
法
、

土
橋
弘
典
。
書
記
長
・
大
浦
康
昭
。

書
記
次
長
・
川
合
正
人
、
村
田
勝

利
、
寺
島
耕
平
。

【
北
・
書
記
・
高
橋
伸
明
通
信

員
】
4
月
3
日
、
北
と
ぴ
あ
飛
鳥

ホ
ー
ル
に
て
第
74
回
北
支
部
定
期

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
83
人
、
来
賓
2
人
。
2
0
2

2
年
度
も
「
仲
間
の
つ
な
が
り
と

相
談
活
動
」
が
コ
ロ
ナ
禍
で
の
運

動
の
中
心
と
な
る
こ
と
。
そ
の
た

め
に
も
「
拡
大
運
動
こ
そ
が
組
織

強
化
」
の
原
点
で
あ
る
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
確
認
。
春
・
秋
の
集
中

月
間
の
拡
大
運
動
を
成
功
さ
せ
る

こ
と
、
①
群
の
強
化
・
活
性
化
②

青
年
・
後
継
者
対
策
③
町
場
従
事

者
と
地
域
活
性
④
事
業
所
対
策
・

組
織
化
を
重
点
に
置
く
こ
と
な
ど

が
書
記
長
の
次
年
度
方
針
と
し
て

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
感
染
に
注
意
し
な
が
ら

も
分
科
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。活
発
な
意
見
交
換
後
、

運
動
方
針
案
提
案
・
予
算
案
提
案

と
も
多
数
の
賛
成
に
よ
り
承
認
と

な
り
、
新
書
記
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
渡
辺
勝
二
。
副
委
員
長
・
石
川

信
一
、
中
西
昭
一
、
宮
下
幸
則
、

渡
辺
浩
志
。
書
記
長
・
岡
村
茂
寿
。

書
記
次
長
・
小
池
正
樹
、
井
口
和

良
。

新役員を代表してあいさつする宮崎委員長

【
府
中
国
立
・
書
記
・
前
田
寛

史
通
信
員
】
府
中
国
立
支
部
の
第

76
回
定
期
大
会
が
4
月
10
日
に
ル

ミ
エ
ー
ル
府
中
で
開
催
さ
れ
、
来

賓
2
人
、
代
議
員
41
人
、
特
別
代

議
員
1
人
の
総
勢
44
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

2
0
2
2
年
度
は
、
「
建
設
従

事
者
の
仕
事
と
く
ら
し
を
守
る
要

求
実
現
を
め
ざ
し
、
組
織
拡
大
・

組
織
確
立
を
進
め
、
す
べ
て
の
仲

間
と
共
に
大
衆
運
動
を
強
化
し
て

い
こ
う
！
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
、
仲
間
づ
く
り
運
動
を
各

種
運
動
に
つ
な
げ
て
組
織
的
力
量

を
引
き
上
げ
、
2
0
2
0
年
度
の

コ
ロ
ナ
禍
で
行
な
っ
て
き
た
こ
の

間
の
活
動
や
運
動
の
教
訓
を
生
か

し
、
仲
間
の
実
態
に
寄
り
添
い
、

諸
要
求
の
実
現
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
ま
し

た
。
最
後
に
、
渡
邉
浩
志
副
委
員

長
に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

新
四
役
は
、
次
の
通
り
。
委
員

長
・
宮
澤
和
也
。
副
委
員
長
・
松

本
勇
一
、
渡
邉
浩
志
、
小
笠
原
秀
、

石
村
英
明
（
待
遇
）
。
書
記
長
・

畠
山
京
子
。
書
記
次
長
・
世
並
佳

史
、
水
川
克
治
。

宮本新委員長の決意表明

【
小
金
井
国
分
寺
・
書
記
・
坪

野
幹
通
信
員
】
4
月
17
日
、
国
分

寺
労
政
会
館
で
第
54
回
定
期
大
会

を
開
催
。
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
縮

小
し
て
半
日
開
催
と
し
ま
し
た

が
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
活
発

な
意
見
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。

今
大
会
の
大
き
な
特
徴
は
、
参

加
代
議
員
の
中
に
若
手
・
後
継
者

世
代
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
こ

と
。
数
年
間
空
白
と
な
っ
て
い
た

青
年
部
長
を
引
き
受
け
て
く
れ
た

佐
々
木
さ
ん
は
、
壇
上
で
堂
々
と

大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
、
後
継
者

対
策
部
長
の
西
澤
さ
ん
が
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
披
露
し
て
く
れ
る
な

ど
、
若
手
世
代
の
活
躍
が
垣
間
見

え
る
定
期
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

決
算
・
予
算
を
含
む
す
べ
て
の
提

案
が
承
認
さ
れ
、
最
後
に
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
締
め
く
く
り
ま
し

た
。
新
四
役
は
次
の
通
り
。
委
員

長
・
鯉
淵
勝
也
。
副
委
員
長
・
南

雲
正
博
、
平
松
省
二
、
朝
倉
法
明
。

書
記
長
・
南
哲
司
。書
記
次
長
・
坪

野
幹
、
片
桐
由
輝
、
小
野
寺
和
也
。

【
板
橋
・

書
記
・
武
田

栄
一
通
信

員
】
4
月
3

日
、
第
66
回

定
期
大
会
を

板
橋
区
立
文

化
会
館
大
会

議
室
で
開

催
。
参
加
は

役
員
・
代
議

員
な
ど
1
0

6
人
、
来
賓

は
9
人
で
し

た
。

野
崎
委
員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
山
本
書
記
長
が
基
調
報

告
、
新
年
度
方
針
を
提
案
。
そ
の

後
決
算
報
告
、
2
0
2
2
年
度
予

算
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
は
8
分
科
会
に
分
か
れ
て

各
専
門
分
野
の
議
論
を
深
め
、
本

会
議
再
開
後
、
分
科
会
報
告
・
質

疑
を
行
な
い
、
組
織
増
勢
め
ざ
す

拡
大
運
動
・
仲
間
の
仕
事
と
暮
ら

し
を
守
る
取
り
組
み
な
ど
の
新
年

度
の
方
針
と
予
算
案
を
採
択
。
討

論
で
は
、
支
部
役
員
の
な
り
手
が

減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
へ
の
対
策

に
つ
い
て
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し

た
。新

四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
山
本
清
志
。
副
委
員
長
・
野
崎

邦
治
、
須
賀
朗
、
藤
代
隆
、
追
川

春
夫
。
書
記
長
・
小
林
宙
。
書
記

次
長
・
穴
澤
秀
康
、
竹
腰
隆
樹
、

山
岸
慎
、
森
千
恵
子
。

【
多
摩
西

部
・
書
記
・

荏
畑
直
人
通

信
員
】
4
月

17
日
に
ホ
テ

ル
エ
ミ
シ
ア

東
京
立
川
に

て
、
第
57
回

定
期
大
会
を

総
勢
77
人
の

参
加
で
開
催

し
ま
し
た
。

2
0
2
2

年
度
の
運
動

方
針
は
、
建

設
ア
ク
シ
ョ
ン
運
動
と
地
域
貢
献

活
動
の
発
展
、
社
会
保
障
拡
充
を

求
め
た
運
動
の
展
開
、
「
一
人
ひ

と
り
が
主
人
公
」
と
い
う
原
点
を

強
調
し
、
組
織
拡
大
の
意
義
を
鮮

明
に
し
た
組
織
拡
大
運
動
と
大
衆

運
動
の
強
化
、
若
手
後
継
者
世
代

の
発
掘
と
活
動
家
の
育
成
、
と
な

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
柱
を
軸
に
支
部
一
丸

と
な
り
組
合
活
動
を
展
開
さ
せ
、

11
年
連
続
の
実
増
、
ま
た
4
0
0

0
人
支
部
を
め
ざ
そ
う
と
、
最
後

は
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
新
四
役
は
次
の
通

り
。
委
員
長
・
清
水
政
廣
。
副
委

員
長
・
渡
邉
孝
一
、
鴇
崎
実
、
木

下
和
成
、
檜
山
剛
志
（
待
遇
）
。

書
記
長
・
大
房
孝
朗
。
書
記
次
長

・
小
笠
原
一
樹
、
佐
藤
英
紀
。

【
練
馬
・
書
記
・

渡
辺
直
樹
通
信
員
】

4
月
2
日
、
練
馬
区

産
業
プ
ラ
ザ
・
コ
コ

ネ
リ
ホ
ー
ル
で
第
65

回
支
部
定
期
大
会
を

開
催
。
1
4
4
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

福
岡
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
、
練
馬
区
長

選
候
補
者
の
吉
田
健

一
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
、
池
田
書
記

長
の
基
調
報
告
が
行
な
わ
れ
た
の

ち
に
、
住
宅
相
談
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
、
健

診
受
診
促
進
、
組
織
強
化
・
拡
大
、

後
継
者
対
策
、
ア
ス
ベ
ス
ト
訴

訟
、
以
上
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
4

つ
の
分
会
と
原
告
団
が
活
動
経
験

を
報
告
し
ま
し
た
。

午
後
は
新
年
度
の
方
針
を
中
心

に
各
専
門
部
が
報
告
。質
疑
で
は
、

財
政
納
入
率
目
標
の
設
定
に
関
し

て
の
意
見
（
修
正
案
）
が
出
さ
れ
、

今
後
、
財
政
部
会
の
な
か
で
検
討

し
て
い
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

大
会
は
2
0
2
1
年
度
決
算
、
基

調
報
告
と
2
0
2
2
年
度
予
算
を

原
案
ど
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
福
岡
忠
行
。
副
委
員
長
・
上
原

誠
、
伊
藤
慶
一
郎
、
可
兒
美
憲
、

上
原
良
子
、
肥
野
信
彦
。
書
記
長

・
池
田
直
隆
。
書
記
次
長
・
佐
藤

大
地
、
亀
川
佑
介
、
友
成
京
介
。

アスベスト原告団の報告

１１年連続実増めざす

多
摩
西
ブ
ロ
ッ
ク

多
摩
西
ブ
ロ
ッ
ク
多
摩
西
部
、
西
多
摩

小
金
井
国
分
寺
、府
中
国
立

「一人ひとりが主人公」

３年ぶりの対面開催
４つの分会から経験報告

後
継
者
世
代
多
く

小金井
国分寺

コ
ロ
ナ
禍
の
教
訓
生
か
し

府中国立

若
手
の
活
躍
垣
間
見
え

要
求
の
実
現
進
め
る

多
摩
西
部

西
多
摩２

１
５
０
人
支
部
へ

委員長に山本さん
役員問題の対策も討論

豊島

分
会
・
群
強
化
取
り
組
む

５
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

練馬

城北ブロック城北ブロック
板橋、豊島、北、練馬

活
動
経
験
を
報
告

板
橋

拡
大
が
組
織
強
化
の
原
点

北

「
つ
な
が
り
」中
心
に

求

人

求

職


